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　最近、セルフガソリンスタンドで給油をするドライバーが増えています。セルフの場合ガソリン代を

節約できるメリットがありますが、給油時にガソリンが吹きこぼれるなどのトラブルも発生しています。

また、タイヤの空気圧などの点検もしてもらえませんから、点検は自分の責任で行わなければなりませ

ん。そこで今回は、セルフガソリンスタンド利用上の留意点や車両の点検についてまとめてみました。

静電気の除去と給油するガソリンの種類の確認

　ガソリンの引火温度は氷点下40度とたいへん低い

ので、給油所での喫煙などによる火気は厳禁である

ことはいうまでもありませんが、静電気の放電にも

留意しなくてはなりません。給油口のキャップにさ

わる前に、必ず給油機に取り付けられている静電気

除去プレートにタッチして静電気を除去しましょう。

　また、給油する際にガソリンの種類を選択します

が、軽自動車なのでうっかりして軽油を入れてしま

ったというケースもあるようです。不安な場合は、

車の取扱説明書で種類を確認しましょう。

継ぎ足しはできるかぎりしない

ナビゲーター

こんな場所は話しかけない

　ガソリンの引火温度は氷点下40度とたいへん低い

ので、給油所での喫煙などによる火気は厳禁である

ことはいうまでもありませんが、静電気の放電にも

留意しなくてはなりません。給油する前に、給油機

に取り付けられている静電気除去プレートにタッチ

して静電気を除去しましょう。

　給油が終わった後、給油口のキャップを締めるの

を忘れたまま出発してしまうケースもみられます。

給油口のキャップを閉めたかどうか必ず確認して出

発しましょう。

　なお、また、てから、リッド（ふた）のある車は

リッドもきちんと閉じることや、セルフガソリンス

タンドに入ってくる後続車の動きにも注意を払うこ

とも忘れないようにしましょう。。

　そしてガソリンスタンドは、燃料だけでなく「タ

イヤの空気の補充もできる場所」だということを忘

れないでいて下さい。最近、タイヤのトラブルが昔

より目立つといった話も聞きますが、スタンドの店

員にチェックをすすめられないからといって放置し

ていると、いつのまにか空気圧が低下して走行中に

バースト{破裂}するなどの危険があります。

セルフガソリンスタンドの利用上の留意点

　給油する場合、給油する料金額を選択しますが、

選択した量や金額に達して給油が停止した後でも、

継ぎ足すことができます。そのため、「満タン」や

「給料量、金額を選択することができますが、満タ

ンや給油機にはセンサー機能がありますので、満タ

ンになれば自動的にストップがかかりますが、それ

から継ぎ足すこともできます。その場合、燃料タン

クの内部は目に見えませんから、推測で継ぎ足すこ

とになりますが、このときに判断を誤り入れ過ぎる

とあふれだしてしまう危険があります。

継ぎ足しの理由として、ついつい「本当の満タンま

でもう少し入るだろうし…」とか「（代金や油量

が）キリのいい数字になるまで…」などと思いなが

らチビチビ足してしまうのですが、気づいた時には

「おっ、おっ…」などという間もなく逆流し、ボコ

ボコッと吹きこぼれてしまうのです。

　ガソリンの引火温度は氷点下40℃とたいへん低い

ので、給油所での喫煙や裸火の扱いが厳禁なのはも

ちろん、静電気の放電にも留意しなくてはなりませ

ん。給油機に付いている放電プレートなどをまず触

ってから、給油作業にとりかかりましょう。

　もしこぼれてしまったら、車体の塗装を傷める可

能性もありますからよく拭き取っておきます。

　このほか「給油が終わったら、給油口のキャップ

を確実に閉め、リッド（ふた）のある車はリッドも

きちんと閉じる」「ほかの車や人の動きに細心の注

意を払う」ことも忘れてはなりません。

　そしてガソリンスタンドは、燃料だけでなく「タ

イヤの空気の補充もできる場所」だということを忘

れないでいて下さい。最近、タイヤのトラブルが昔

より目立つといった話も聞きますが、スタンドの店

員にチェックをすすめられないからといって放置し

ていると、いつのまにか空気圧が低下して走行中に

バースト{破裂}するなどの危険があります。

　給油する際には、給油量を選択しますが、選択し

た量や金額に達して給油が停止した後でも、継ぎ足

すことができます。そのため、「本当の満タンまで

もう少し入るだろう…」とか「代金や給油量がキリ

のいい数字になるまで…」などと考えて継ぎ足す人

がいます。しかし、燃料タンクは目に見えませんか

ら、推測で継ぎ足すことになり、判断を誤ると入れ

過ぎて逆流し、吹きこぼれてしまうおそれがあり危

険です。継ぎ足しはできるだけしないようにしまし

ょう。

　給油が終わった後、給油口のキャップを締めるの

を忘れたまま出発してしまうケースもみられます。

給油口のキャップを締めたかどうか必ず確認して出

発しましょう。

　なお、セルフガソリンスタンドは車を誘導してく

れる人がいませんから、自分で安全を確保しなけれ

ばなりません。給油時や出発時は、スタンドに入っ

てくる車の動きや車から降りた人の動きなどに十分

注意しましょう。
給油時は火気厳禁

　ガソリンの引火温度は氷点下40度とたいへん低い

ので、給油所での喫煙などによる火気は厳禁である

ことはいうまでもありませんが、静電気の放電にも

留意しなくてはなりません。給油する前に、給油機

に取り付けられている静電気除去プレートにタッチ

して静電気を除去しましょう。
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〔制作〕株式会社インターリスク総研　交通リスクマネジメント部　交通リスク第一グループ※イラストの二次利用はご遠慮願います

　道路運送車両法第47条の２において、自家用乗用

車の場合は、走行距離や運行時の状態から判断した

適切な時期に車両の点検を行うことが定められてい

ます。この点検を「日常点検」といいますが、実際

には、ほとんど点検をしていないという人が少なく

ないようです。

　しかも、セルフガソリンスタンドでは、タイヤや

エンジン・オイルなどの点検をしてもらうことがで

きません。安全な運転には、車の状態が万全である

ことが不可欠の条件となります。「日常点検」をお

ろそかにすることなく、特に長距離走行する前など

は、車両の点検をしっかりと行うようにしましょう。

タイヤの点検

エンジンルームでの点検運転席での点検

・ブレーキの液量が適当か
・エンジン・オイルの量が適当か
・冷却水の量が適当か
・ウィンド・ウォッシャ液が適当か
・バッテリーの液量が適当か

灯火類の点検

走行させての点検

日常点検の箇所と内容

・空気圧は適当か
・亀裂や損傷がないか
・異常な磨耗がないか
・くぎ、石、その他の
異物が刺さったり、
かみこんだりしてい
ないか
・溝の深さが十分であ
るか(スリップ・サイ
ンが出ていないか）

・点灯具合や点滅具合が
不良でないか

・汚れや損傷がないか

・ブレーキの液量が適当か
・エンジン・オイルの量が適当か
・冷却水の量が適当か
・ウィンド・ウォッシャ液が適当か
・バッテリーの液量が適当か

・ブレーキ・ペダルの踏みしろが適当か
・駐車ブレーキのレバーの引きしろが適当か
　（ペダル式の場合は、取扱説明書でご確認
　　ください。）
・エンジンのかかり具合が良好か、異音がな
　いか
・ウィンド・ウォッシャ液の噴射状態が良好か
・ワイパーの拭き取り具合や動きが良好か

・低速および加速の状態が適当か
・ブレーキの効きは適当か

日常点検の励行
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